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度 3 次元解析に必要であるが従来行われていなかった項目について研究成果を第 2 章~第 6 章に取りまとめた。
先ず，冷却翼の伝熱解析の境界条件として必要な冷却空気温度および，動翼とディスクが結合され応力的に厳しい
ディスクセレーション部の周囲空気温度の見積りに関しては「タービン車室内への高温ガスの巻き込み量の推定法J



















そして第 5 章では， 5 種類の冷却翼について高温(実機レイノルズ数)/常温条件で、 2 次元翼列実験を，また 2 種
類の翼について常温条件で 3 次元翼列実験を詳細に行い，それらの翼冷却性能を把握し，次章の解析システム検証用
データとした。最後に第 6 章では，以上の研究成果を反映した冷却翼 3 次元設計システム (H 1 C 0 D E : High 














更に， 2 次元， 3 次元翼列実験を行い翼冷却性能に関する詳細な温度データを収集し，上述の研究結果を反映した
温度解析システムの精度検証を行い，満足される結果を得た。
以上の様に，本論文はガスタービン翼に関する種々の要素技術の開発を行い，翼冷却設計の信頼性向上に大きく貢
献した。本論文は博士論文として価値あるものと認められるO
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